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　　　 　　　　　　　　 『国 立 民 族 学 博 物 館研 究 報 告 』 寄 稿 要 項

1.r国 立民族学博物館研究報告』の 目的

　　 r国立 民族学博物館研 究報告』(以 下rr研 究報告 』」 とい う)は 民族学(文 化人類学)の 発

　展 に寄与す るため に,国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う)が 刊行する研 究誌です。 こ

　の 目的 に即 して,民 族学,人 類学及び隣接諸科学に関す る論文,資 料,研 究 ノー ト(以 下 「論

文 等」 とい う)を 掲載 します。

2.寄 稿資格

　　 『研究報告』 に寄稿す ることがで きる者は,次 の とお りです。

　 (1)本 館 の専任教官及び客員教官

　 (2)評 議員 その他本館 の組織 ・運営に関与 す る者 及び関与 した者

　 (3)本 館が受け入れ た各種研 究員及 び研 究協 力者(本 館 の研 究協 力者 に関す る内規 に定め る

　　　者。)

　 (4)本 館 の専任 教官が研 究代表者 として,外 部 資金 に よ り組織す る又は組織 した研究 プ ロ

　　　 ジェク トの研究分担者及び研究協 力者((3)の 研 究協 力者 を除 く)

　 (5)そ の他 出版委員会 の審査を経て,刊 行物審査委員会 が適 当と認めた者

3.論 文等掲載 までの過程

　　寄稿 された論文等 は,『 研究報 告』編集 部会(以 下 「編 集部 会」 とい う)が 選定 した審査員

　に よる審査結果を踏 まえて,編 集部会が掲載 の可否及び改稿 の必要性 を決定 します。 なお,

　審査 員の評価及 び意見は,必 要に応 じて,寄 稿者 と出版委 員会 に開示 され ます。

4.寄 稿者 に よる改稿,最 終稿

　　寄稿 された論文等 について,編 集部会 が掲載 を決定す るまでの間に,必 要に応 じて寄稿者

　に改稿を求め るこ とがあ ります。 また,掲 載 が決定 された論文等 は,掲 載 に先立 って,寄 稿

　者にその原稿 を最終確認す る機会が与え られ ます。

5.著 者校正

　　寄稿者 による著者校正 は原則 と して初校 のみ とします。校正 は,誤 字,脱 字の類 の修正 の

　み とし,新 たな文章 の書 き込みは認め られ ません。

6.使 用言語,文 字

　　論文等 にお いて便用 す る言語は,日 本語,英 語,フ ラ ソス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中

　国語及び ドイ ツ語 のいずれか とします。

　　論文等を上記以外 の言語で書 く必要が あ る場 合は,寄 稿 に先立 って編集部会に相談 して く

　だ さい。原稿 に特殊 な文字 ・記号を用い る場合 も同様 です。

7.原 稿 の長 さ

　　原則 として無 制限 とします。ただ し,論 文の場合に限 っては,「 ひ とつの論文」 として完結

　す る内容 と構成 であるこ とを要 します。

8.原 稿 の返却

　　寄稿 され た論文等は,採 否 にかかわ らず返却 しません。

9.原 稿料等

　　原稿料の支払 い,掲 載料 の徴収は しません。

10.執 筆要領

　　原稿の執筆 は,別 に定め るr国 立民族学博物館研究報 告』執筆要領 に従 って くだ さい。

11.寄 稿 ・連絡先

　　原稿の寄稿及 び連絡先 は,下 記の とお りです。

　　　 　　　　　　〒565-8511大 阪府吹 田市千里万博公園10-1

　　　 　　　　　　国立民族学博物館内

　　　 　　　　　　出版委員会 『研究報告』編集部会

　　　 　　　　　　電話(代)06-6876-2151,フ ァックス06-6878-8429

　　　 　　　　　　e-mail:hensyu●idc.minpaku.ac.jp

　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　 355



　　　　　　　　　 　　　『国 立 民 族学 博 物 館 研 究 報 告 』 執 筆 要 領

1.論 文等の構 成

　　 論文 は,標 題,著 者名,要 旨,キ ー ワー ド,目 次,本 文,(必 要 に応 じて)謝 辞,注,参 照

　 文献 リス ト,(必 要に応 じて)図 表(写 真 を含む)か ら成 るもの とす る。

　　 資料 ・研究 ノー ト等は,標 題,著 者名,本 文,(必 要に応 じて)謝 辞,注,参 照文献 リス ト,

　　(必要に応 じて)図 表(写 真を含む)か ら成 るもの とす る。

2.表 記の原則

　 日本語表記

　　 日本語 の表 記は常用漢字,現 代 かなつかいを用 いる。年 号,月 日その他 の数字 はア ラビア

　 数字を用い る。ただ し,慣 用 されて いる熟語では漢数字を用いる。

　　 年号 は西暦 を用 い る。外来語 は慣用 に従 う。人名,地 名 は,現 地の発音に近 いカタカナ表

　 記を採用す る。 いずれの場合 も,必 要 に応 じて現地語を丸括弧 内に附記す る。た だ し,す で

　 に定着 した人名 ・地名 は慣用 に従 って よい。

　　 カタカナで表記 した現地語単語は,文 中で用い ることが できる。その場合,初 出の個所 に

　 丸括弧で括 って,現 地語 を附記す る。

　 漢字表記

　　 現地 の言語 が漢字 表記の場合,現 地語単 語を 日本字で表記す る。 固有名詞以外は カギ括弧

　 で括 る。現地の漢字表 記がそれに対応 す る日本字 と異なる場 合(中 国語 の簡体字 な ど),初 出

　 の個所 に丸括弧 で括 って,現 地表記を附記する。

　 人名表記

　　 アル フ ァベ ッ トに よる人名表記は,後 述す る参照文献 リス トの見 出 し人名のみを例外 とし

　 て,論 文等の使用言語 に関 らず,日 本人氏名 の ローマ字 表記 も含 めて,名,姓 の順に記 し,

　 いずれも頭文字は大文字,そ れ以降は小文字 で表記す る。

3.書 式細 目

　標題,著 者名

　　 論文等の本文を 日本語 ない し中国語で書 く場合 は,日 本語ない し中国語 での標題 お よび著

　者 名,次 いで英語で の標題 お よびmマ 字表記 の著者名 を,こ の順 に記す。本文 を欧文で書

　 く場 合は,同 じ言語 での標題 お よび ローマ字表記 の著者 名,次 いで 日本語 での標題 お よび著

　者 名を,こ の順に記す。

　要 旨

　　論 文には,本 文に用 いる言語 に関 りな く,論 文要 旨を 日本語お よび英語 で添付す る。 日本

　語 の要 旨は300字,英 語 の要 旨は150語 を 目安 とす る。要 旨は標 題お よび著者名 の次,目 次の

　前 に配置 し,本 文が 日本語 ない し中国語 の論文では,日 本語 の要 旨,英 語 の要 旨の順 に,本

　文が欧文の場合は逆の順 に,そ れぞれ配列す る。

　 キー ワー ド

　　論文の内容を代表 する5語 以 内のキーワー ドを,日 本語 お よび英語 で添付す る。
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注

　 注は論文全体 で通 し番号を付け る。本文 中での注番号は,半 角の数字 と丸括弧 で記入す る。

　　　例 ……であ る3)。

　 注の内容文 は,本 文 の次,(謝 辞がある場 合は)謝 辞の次,参 照文献 リス トの前y>　 括 して,

通 し番号順 に記入す る。

　 注は原則 として後注 とす る。

文献参照 の表記

　 本文お よび注 で参照文献 を指示す るには,丸 括弧 で括 って,著 者の姓,半 角 スペ ース,文

献刊行年次,コ ロン,引 用ペ ージ数 の順 に記す。 コロンと引用ペー ジ数 は省 いてもよい。

　　　例　 　　… …であ る(鳥 居1927:468-469)。

　一個所 で参照す る文献が複数 ある場合 は,異 なる文献をセ ミコロンで区切 って列挙す る。

　　　例　　 　 (秋葉 ・赤松1935;岡1935:58-72;Marcus　 and　Fischer　1986)

　 同一著者の場合は刊行年を列挙す る。

　　　例(鳥 居1913;1927)

　文献 に言及す ると同時 に,そ の文 献の著者へ の言及 を文 中に生かす場合は,文 献刊行年 次

以下 を丸括弧で囲 って もよい。

　　　例　　 　鳥居(1975:468-469)は ……であ ると指摘 している。

　論文 中に参 照す る文献 の中に,同 姓の複数の著者が ある場 合は,漢 字表記の著者名 は姓名

を記 し,ロ ーマ字表記の著者名 は名前 の頭文字を附記 して,区 別す る。

　　　例　　 　　(石田幹之助1942;石 田英一郎1951)

　　　　 　　　 (Geertz,　C.1960;Geertz,　 H.1963)

　 同一著者 の参照文 献 に,同 一年 次に刊 行 され た ものが複 数あ る場 合は,刊 行年 次に アル

フ ァベ ッ トをつけて区別する。

　　　例　　　　(鳥居1913a;1913b)

参照文献 リス ト

配列順　 　原稿 末尾の参照文献 リス トには,本 文お よび注 で言及 した文 献の詳細 な書誌情報

を,著 者 のアル フ ァベ ッ ト順 に,同 一著 者の文献が複数あれぽ刊行年 次順 に,列 挙す る。 同
一著者 の同 じ刊行 年の複数 の文献を参照 してい る場合 には

,刊 行年 次に アル フ ァベ ッ トをつ

けて区別 し,ア ル ファベ ッ ト順 に配列す る。

　著者 ない し編者 は,姓,名 の順 に記す。 日本語の翻訳書 の場合,原 著者 を漢字ない しカタ

カナで記す。姓 を カタカナで表す著者 ・編者 は,姓 と名を読点 で区切 り,名 は頭文字 のみ と

す る。

　欧文文献 では,見 出 しとなる著者 ない し編者 のみ,姓,名 の順 に記 し,両 者 の間を コンマ

で区切 る。共著,共 編の場合,二 番 目以後の著 者 ・編者 は名,姓 の順 に記す。編書 の編者は,

単編は(ed.),共 編 は(eds)で 表す。

　以下,記 入すべ き書誌情報の要領 を 日本語文 献,欧 文文献 の2種 にわ た って述 べ る。中国

語ない し朝鮮語 の文献 は 日本語文献に準ず る。

書誌情報一 参 照文 献 リス トには,雑 誌論 文であれ ぽ著老,刊 行年次,論 文 の標題,(翻 訳で

あれぽ)翻 訳者 名,収 録雑 誌,巻 号,収 録ページ,(必 要 に応 じて)雑 誌 の出版地お よび出版

社を記す。

　単行本の論文 集に収録 された論文 であれぽ,著 者,刊 行年次,論 文名,(翻 訳 であれぽ)翻

訳者名,収 録書の著 者ない し編者,書 名,(収 録書 が翻訳 であれぽ)翻 訳者名,収 録ペ ージ,
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出版地お よび出版社を記す。欧文 の場合 は,収 録書をInで 指示 し,編 者名 は全 て名,姓 の順

に記す。収録書のそれ 以外 の情報 は,下 記 の単行本の書誌情報の要領 に従 う。

　 日本語 の論文 の場合,論 文名 はカギ括弧,収 録雑誌名(な い し収録書名)は 二重 カギ括弧

で括 る。雑誌の巻号は原則 としてアラ ビア数字を用い る。

　欧文文献 では,論 文の標題 は ローマ ン体,収 録書名(な い し雑誌名)は イタ リック体で区

別す る(印 刷原稿上で のそ の指定方法は後述する)。論文,書 名(な い し雑誌 名)は いずれ も,

先頭 の文字 のみを大文字で,そ の他 は小文字で記す。 ただ し,固 有名詞は頭文字 を大文字に

す る。

　単行本は,著 者 ない し編者,書 名,(翻 訳であれぽ)翻 訳者名,出 版地 および 出版社を記す。

　当該書物が シ リーズ中の一冊 である場 合は,シ リーズ名 を書名に続けて丸括弧 内に記す。

欧文文 献の場合,シ リーズ名は ローマソ体 とす る。

　　　例

　　　雑誌論文

　　　石田英一郎

　　　　　1948　 「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』13(4),311-330。

Keesing, R. M. 

   1989 Creating the past: custom and identity in the contemporary Pacific. The 

        contemporary Pacific  1(1 & 2), 19-42.

論文集所収 の論文

鳥居龍蔵

　　 1975　 「日本人類学 の発達 」鳥居龍蔵 『鳥居龍蔵全集』pp.459r470,東 京:朝 日新

　　 　　　聞社(初 出は1927年)。

バー ソズ,J.A.

　　 1981「 ニ ューギニア高地 におけるアフ リカ ン ・モデル」笠原政 治訳,村 武精一編

　　 　　　 『家族 と親族』pp.116-134,東 京:未 来社。

Schneider, D. 

 197E Notes toward a theory of culture. In K. Basso and H. Selby (eds) Meaning in 

        anthropology, pp. 197-220. Albuquerque: University of New Mexico Press. 

Ardener, Edwin W. 
   1985 Social anthropology and the decline of modernism. In J. Overing (ed.) 

        Reason and morality (A.S.A. monographs 24), pp. 47-70. London and 

        New York: Tavistock Publications.

単行本

柳 田国男編

　　 1935　 『日本民俗学 』東 京:岩 波書店。

Clifford, J. and G. E. Marcus (eds) 

   1986 Writing culture: the poetics and politics of ethnography. Berkeley, Los 

        Angeles and London: University of California Press.

翻 訳 書

エ リア ーデ,M.

　 　 1974　 『シ ャー マ ニズ ムー 古 代 的 エ クス タ シ ー技 術 』 堀 一 郎 訳,東 京:冬 樹 社 。

van Gennep, Arnold 

   1960 The rites of passage, translated by M. B. Vizedom and G. L. Cafee. Chicago: 

        The University of Chicago Press.
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4.図 表お よび写真

　 図,表 ごとに,「 図1」,「 表1」 の形式 で通 し番号 をつけ,そ れ ぞれ の標題,説 明,出 典等

を記す。 図のカラー印刷を必要 とす る場 合は,編 集部会 に相談 して くだ さい。

　 写 真は,写 りの明瞭 な もので,手 札判以上 の大 きさに焼 き付けた ものを用 い る。図表に準

じて写真 ごとに通 し番号,説 明,撮 影者名 をつける。 カラー写真を必要 とす る場合は,編 集

委 員会 に相談 して くだ さい。

5.版 権等

　 文献 の引用に著作権 ・版権所 有者の許可が必要 な場 合,あ るいは図版 ない し写 真を掲載す

るために版権の取得が必要な場合は,寄 稿老が手続 きを行ない,費 用を負担す る。

6.原 稿の媒 体

　 寄稿原稿は横書 きとし,原 則 としてフ ロッピーに収録 した ファイル と,A4判 の用紙に印刷

した原稿 との双方を提 出する。

　 手書 き原稿に よる寄 稿を希 望す る場合は,事 前に編集部会に相談 して くだ さい。

フ ァイル形式

　 フ ァイルは可能な限 り,ア スキーテキス ト(段 落毎 の改行)で 収録 した ものを提 出す る。

フ ァイル には地 の文 章のみを収録 し,例 えぽイ ンデン トのためのタ ブ,ス ペ ースなど,書 式

情報は含 まれていないほ うが よい。

　 原稿作成に使用 した ワープ ロのフ ァイル形式に よって収録 した フ ァイルを,同 じフロ ッピー

に添付 して もよい。

ファイルの構成

　 原稿 の ファイルには,標 題,著 者名,要 旨,キ ー ワー ド,目 次,本 文,(必 要 に応 じて)謝

辞,注,参 照文献 リス トの順 に収録す る。

　 注の作成お よび本文 への注の記号 の記入 は,ワ ープロの注 の機能 を用 いず,本 文 とは別個

に,(謝 辞が ある場 合は)謝 辞 とともに,注 としてま とめ て収録す る。

印刷原稿

　 印刷原稿はA4版 の用紙 を使用 し,寄 稿者の希望す る書式を反 映させた 印面で印刷す る。

　 注の記 号を手書 きの赤線 で囲み,図 表写真 の挿入個 所,ア スキ ーフ ァイルで表 現 し得ない

書式上 の指定(ル ビ,特 殊 な文字,記 号,欧 文 のイタ リック体の指定等)を,手 書 きで赤 で

記入す る。欧文のイ タ リック体は赤 の下線 で示す。

　 フ ァイル原稿に反映 し得なか ったその他 の書式情報 も,手 書 きで赤 で書 き込む。

図表

　 図表 は各図表 ごとに別紙 に作製 し,一 括 して 印刷原稿 に添付す る。添付す る図表 は,版 下

と して使 用 し うる質の ものである ことが望 ま しい。編集部会 に トレースを委ね る図は,そ の

旨を注記す る。
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